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愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会議（令和７年度第１回）について 

本年度の諮問事項は次のとおりである。 

 

諮問事項１ 

 調査書情報の登録事項について 

○ 諮問理由 

近年、中学校における不登校生徒数が、過去最高を更新し続けていることや、別室登

校や教育支援センター等での学習に加えて、自宅でのＩＣＴ等を活用して行った学習活

動も生徒指導要録上は出席扱いとできるようになるなど、学ぶ場についての考え方が変

化していることに伴って、出席についての考え方も変化している。 

こうした学びの場の多様化に伴い、学校外で学ぶ生徒もいることから、中学校生徒指

導要録に基づいた中学校での学校生活において認められる志願者の行動についても、中

学校が評価することの難しさが生じている。 

また、文部科学省の「高等学校入学者選抜等における配慮等について（通知）」（令

和６年６月25日付け文科初第779号）においても、今後の調査書の検討に当たっては、入

学者選抜の実施に真に必要な事項に見直しを図るよう求めている。 

このような状況にあることから、「調査書情報」の登録事項が適切なものとなっている

かについて、改めて協議する必要がある。 

 

 

諮問事項２ 

 外国人生徒等にかかる入学者選抜の定員枠について 

○ 諮問理由 

本県では、外国籍を持ち、日本の小学校の第４学年以上の学年に編入学した者又は

入国後６年以内の者を対象として、日本語の読解が不十分であることに配慮し、国語、

数学及び外国語（英語）の基礎的な内容で問題の漢字にルビを付した学力検査並びに

個人面接による「外国人生徒等にかかる入学者選抜」（以下、「外国人生徒等選抜」

という。）を実施している。この選抜は、２００２（平成１４）年度入学者選抜から、

全日制課程において県立小牧高等学校、県立衣台高等学校、県立豊橋西高等学校の３校

で開始し、外国人が多く居住する地域やそうした地域から通学しやすい場所にある高等

学校を中心に実施校を増やし、現在は、普通科６校、工業科２校、商業科１校、総合学科

３校において実施している。 

定員枠については、２００２（平成１４）年度選抜開始時には、「若干名」とした。

２０１９（令和元）年４月に改正出入国管理法が施行され、在留外国人の増加に伴い、そ

の子女である外国人生徒等も増加することが予想されたため、同選抜におけるそれまで

の合格実績なども考慮し、外国人生徒等が出願しやすいよう、２０２０（令和２）年度入

学者選抜から、現行の「募集人員の５％程度まで」とした。 

その後も、本県が日本最大の製造業地域であることから、在留外国人の増加に伴い「外

国人生徒等選抜」の志願者は年々増加している。 

このような状況にあることから、「外国人生徒等選抜」の定員枠について、改めて協議

する必要がある。 
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